
序章�私はこの書簡
の言葉であなたが
あらゆる疑念から解
き放たれるよう労を
惜しまなかった

根拠なき悪意を惹
き起こすためにわれ
われについて繰り返
し言われたことを、
あなたは私自身か
ら知ることができよ
う

アクイタニアのプロスペル~ルフィヌスへの手紙�恩恵と自由意志について

これによって、矛盾
を語る者たちの虚
偽があなたにいっそ
う明らかになろうし、
いかなる光明をい
かなる闇によって隠
蔽しようとしている
かを見ることになる
であろう

しかし、始めに貴下
はそれらの中傷が
生じた問題の性質
を知る必要がある。

第一章�ペラギウス
派の異端は、あまり
によく知られていて
説明の必要がない
ほどである。とはい
え、この教説にはた
だ一つ、他の主張
の中で最も悪しき
微妙な種子となる
主張がある

その主張とは「神の恩恵は
人間の功績に応じて与えら
れる」というものである

彼らは、人間の自然本性の
健全性を打ち立てようと望
んだので、ただ自由意志
(liberum arbitrium)のみ
によって神の国に到達する
ことができるようになった

その理由は、人間は自分の
状態の保護そのものによっ
て十分授けられて、自然本
性的な仕方で理に即した
知性をもちつつ、善を選び
避けることが容易にできる
ことにある

意志の行為は善と悪のい
ずれの方に向けても自由と
いうことになるので、悪人は
善への能力に欠けているの
ではなく、その熱意が欠け
ているだけであると、彼らは
主張する

ペラギウス
派はアウグ
スティヌス
の原罪を認
めない

ペラギウス
自身はこの
発言を否定
している

彼らは人間の義全体が自
然本性的な正しさや能力に
よって成立することを望ん
だ

このような規定を真なる教
義は拒否した

彼らは、カトリック信者
によって非難されたこの
ような考えを、異端の
欺瞞に満ちた手法で色
づけし、そこから、人間
が善をなる際に、それ
を開始し推進したゆま
ず続けるのに神の恩恵
は必要不可欠であると
公言しながらも、あの考
えを自分たちの手元に
保持した

第二章�しかし、彼らがその
ように表明するとき、その欺
瞞を露にした。彼らも恩恵
についてただ次の点のみ認
めたということが、理解され
最も正しく捉えられたから
である

それは、恩恵が自由意志にとって
ある意味で教師のようなものであ
り、それが、その判断に対して、勧
奨や律法や教えや、また被造物の
洞察や奇跡や恐怖を通じて、外的
に自らを現し示すということ、そして
この判断によって、おのおのの人が
自分の意志(voluntas)の動きに
従って、もしも探し求めるならば見
出し、求めるならば受け入れ、叩く
ならば入る、ということである

以上の点は、すなわち恩恵
そのものの召し(vocatio)
が、初めにわれわれに働き
かけてわれわれrの能力の
自由を勧め促すようにする
からである

そして、恩恵とは律法以外
の何ものでもなく、また預
言者や教師以外の何もの
でもないからである

この恩恵に対する共通
した普遍的な熱意が世
界中のすべての人々に
あるので、求める者は
信じ、信じるものは信仰
と善き意志の功績
(meritume)によって
義化を受け取るのであ
る

そしてこの
ような仕方
で、恩恵は
もはや恩恵
ではない

なぜならもしも恩恵が
功績に還元されるなら
ば、そして恩恵自体が
善き行いを造り出すも
のではないならば、恩
恵という名称は無為に
付けられていることにな
るからである

彼我の
関係が
よく分か
らない

第三章�しかし、この狡猾さ
を、東方の司教たちの判断
(diospolis教会会議：
415)が、使徒の座の権威
（教皇ゾシムス）が、またア
フリカの会議の警戒心が捕
えたとき、最も祝福された
アウグスティヌスもまた数々
の書物の多くの議論におい
てこの狡猾さを打ち砕いた

Diospolisは
Thebes(Egypt)を云う
のであるが、Diospolis
教会会議がどのような
ものであったか資料に
乏しく、また、この頃、
教皇はインノケンティウ
ス1世でアラリックの
ローマ侵入(410)に重

なる

彼らは、自分たちのことを
聞き入れる都合の良い耳を
もつ人々を見つけると、ペラ
ギウス派の誤謬が攻撃され
ているアウグスティヌスの
書物を非難する

そのとき彼らはこう言う。ア
ウグスティヌスは自由意志
を完全に退け、恩恵の名の
下に運命的な必然性
(necessitas fatalis)を唱
えた、と。さらに彼らはこう
付け加える。アウグスティヌ
スは、人間には二種類の土
塊があり、それが二つの本
性と捉えられるよう望んで
いた、と

こうして、そのような人に対し
て、異教やマニ教の不敬虔が
帰せられることになるのである

もしもこれが真実ならば、なぜ
彼らは、それほど法外な破滅を
教会から追い出そうとせず、そ
れほどの不健全な教説に抵抗
しようともせず、かかる教説を
溢れさせた人となんらかの書
物によって和解しようともしな
かったのか

もはや論理
ではない

もしも、われわれが正当に非難
されるとするならば、なぜ告発
を受けないのだろうか。もしも、
われわれが非難されるべきで
ないならば、なぜ隠れた中傷で
侮辱されるのだろうか

敵対者を矮小化す
る手法である

第四章�しかし、彼らが私的に
はそのようなことを話す一方
で、公的には慎重になって黙り
込む理由をだれた知らないとい
うのだろうか

彼らは、自分たちが多くの談話
(collationes)であの最も優れ
た権威の人に反対して主張し
たことに対してわれわれが反論
する、ということに憤慨するから
である

それは彼らが、司祭の集まりや
民衆の集会のどこでも、この点
に関して問題を発議したなら
ば、アウグスティヌスの百巻も
の著書がかならずや自分たち
の前に立ちはだかることになろ
うということを十分わかっている
のである

少なくとも私としても神の
憐れみの豊かさのゆえに次
のことを期待している。たと
えあの人自身（カッシアヌ
ス）は遠く離れた所へ進ん
でいたとしても、彼が後々
は神に召されることを。なぜ
なら、神は自らに背く人々の
心さえも従わせるからであ
る

実際そのような人々には、
徳への熱意のゆえに危険
が生じ、性格の実直さのゆ
えに隔たりが生じたのであ
る

しかし彼らがそれらを用い
ることは

彼らがそれらを自然
本性的な能力に由
来したのだと考える
とき

あるいはそれらを恩
恵の寛恕に由来し
たのだが、それでも
善き行いか善き意
志のなんらかの功
績が先行することに
よって生起したのだ
と考えるとき

最も悲惨なのであ
る

第五章�以上のような考え
を彼らは聖書のある一節を
証拠にして主張している
が、その一節は理に適う仕
方では取り上げられていな
い

彼らは次の言葉を自由意
志を用いる者に語られたも
のとして言う。「疲れたも
の、重荷を負う者は、誰で
も私の許に来なさい。あな
たがたを休ませてあげよ
う。私は柔和で謙虚な者だ
から、私の軛を負い、私に
学びなさい。そうすればあ
なたがたは安らぎを得られ
る。私の軛は負いやすく、
私の荷は軽いからである」
マタ11:28-30 

彼らはこの一節を、確かな
ものなきこの世の生の中で
疲れ、罪によって重荷を負
うすべての人類に関係させ
たがっている

その結果、救い主の柔和や
謙遜を模倣したいと望み、
救い主の命ずることの軛を
引き受けたいと望む者は、
永遠の生命への希望によっ
て自己の魂に安らぎを見出
すが、これを実行するのを
望まぬ者は、自己の罪過に
よって、もしも人々が望んだ
ならば獲得していたであろ
う救いを欠くのである

しかし、彼らは次の言葉を、
自由意志を用いる者に主に
よって語られたものとして
聞くがよい

「私を離れてはあなたがた
は何もできない」、「私を尾
遣わしになった父が引き寄
せて下さらなければ、誰も
私の許に来ることはできな
い」、「私の父からお許しが
なければ、誰も私の許に来
ることはできない」、「父が
死者に命をお与えになるよ
うに、子も与えたいと思う者
に命を与える」

そのような場合、召し給う方の勧め
励ましに自由意志が従うことを誰
が疑うというのだろうか

サタンと神の間に迷う人間をキリストが
受肉によって救う、という文脈で語られ
ている一節を、世界は神と神の下にあ
る人間だけで構成されるという文脈に

より解釈している

なぜなら、神の恩恵こそが、信仰し
たり従順であったりする心的状態を
人の内に生じさせたからである

そうでなければ、人が教えを受ける
ことで十分だったろうし、次に書か
れているように、その上にまた人の
内に新しい意志が生じることはな
かっただろう

「あなたがたの内に働
いて、御心のままに望
ませ行わせておられる
のは神であるから」フィ
リ2:13

もしも神が人々の内に
働いて、その結果神が
意志することを与え給う
たところのその対象に
対して、さらに行うこと
をも与えたのでなけれ
ば、いったいどのような
御心のままに、というの
であろうか

御心のままに、とは、神
が人間に意志すること
と、行うことの両方を与
えたということか？神は
人間の完成を喜ばない

のだろうか？

第六章�さらに彼らは自由意
志の能力を証明するため
に、百卒長コルネリウスの
場合に証拠があると主張す
る

彼は恩恵を受ける以前、
「神を畏れ、神に祈り」。自
発的な意志(spontaneum 
studium)でもって「施し
と、断食と、祈りに専念して
いた」が、彼はこのゆえに聖
書によって称賛されてい
て、それで新生の賜物を授
かったのだから、とする

彼らは、コルネリウスのあの
準備の全体が神の恩恵に
よって与えられていたという
ことを理解していないので
ある

聖ペトロが、コルネリウスに
洗礼を授けることについて、
あらゆる種類の動物の幻視
によって教えられたが、彼
がユダヤの慣例に従って、
清められず線別されていな
い食べ物を拒んだときに、
彼に向かって三度の声がし
て次のように言った。「神が
浄めたものを清くないだど
と、あなたは言ってはなら
ない」

このことによって、コルネリ
ウスにおいて先行していた
すべての善き行いは、神の
恩恵にもとづいて始まった
ということが明らかにしめさ
れている

その結果、主がすでにこの
ような賜物を授けた人に秘
跡を与えるのを、使徒は
まったく疑わなかったので
ある

サタンを除外することは合理的
に見えるが、出発点が無矛盾
ではないので、矛盾をサタンに
押し付けることができないた
め、より深刻な矛盾を抱えてし
まうのではないか

それは、もしも引き受けられ
るべきものにおいて神は遂
行するということが、先行す
る熱意の証拠によって確証
されない場合に、新しく、そ
してまだ露でない召しの始
まりが動揺しないためであ
る

引き受けられるべきも
のには神の遂行のまえ
に、先行する恩恵があ
るということ？

信仰をもつ者は神の霊に
よって導かれるが、信仰を
もたぬ者は自由意志によっ
て離反する

したがって、われわれの神
への回心はわれわれに由
来するのではなく、神に由
来するのである。使徒が次
のように言うように

「あなたがたは、恩恵によ
り、信仰によって救われまし
た。このことは、自らの力に
よるのではなく、神の賜物
です。行いによるのではあり
ません。それは、誰も誇るこ
とがないためなのです」エ
フェ2:8-9

信仰をもつ者ともたぬ
者は外面的に判断でき
ないので、神による賜
物以外に救われない、
とする考えに至ってい
る。キリストの受肉によ
る全面的救済という教
えに反しているのでは

ないか

第八章�確かに、自然本性
的な罪過のなさは失われた
ので、人間は追放され堕落
し、深く誤謬へと入っていっ
た。しかし、人間が探し求
められ、見出され、真理で
あり生命であるところの満
ちに導き入れられ、そこで、
まだ神を愛していない人間
を初めから愛していた神、
その神に向けての愛によっ
て人間は燃え立たされる

第七章�人間の脆弱さをして自らを知ら
しめよ、そして初めの人間において、す
べての世代の継承をして自らを断罪さ
れたものとして知らしめよ

また、死者が生き返
り、盲者が光を受
け、不義なる者が
義とされるときに、
その者らをして、イ
エス・キリストは彼ら
の生命であり、光で
あり、義であると告
白させよ

実際、彼は正しく行
為したことがあって
から後に彼の義が
高められるのでもな
いし

神に向かって歩むこ
とがあってから後に
彼の進路が確かに
されるのでもないし

また神を愛したこと
があってから後に彼
の慈愛が点火され
るのでもない

アダムの原罪が世代間
で継承されるという考え
であり、人間の肉体お
よび本性とは別の何か
が継承されるのだろう

か

むしろ、彼が信
仰なくして、そ
の上不義であっ
たときに、信仰
の霊を受け取っ
て、それで正し
い者となるので
ある

予定論を肯定した
上で、アウグスティ
ヌスの個人的経験
が予定に沿った最
上で唯一のものと
考えているのか

すなわち、「私たちが神
を愛したのではなく、神
が私たちを愛した」、さ
らに「私たちが愛するの
は、神がまず私たちを
愛して下さったからで
す」

この信仰が愛（charitas)
に結びつけられて考えられ
る源は、使徒が次のように
示す通り、愛を受け取る源
にほかならない

すなわち、「つまり、あなた
がたには、キリストを信じる
ことだけでなく、キリストの
ために苦しむことも、恵みと
して与えられているのです」

このことは大いなる愛なくし
ては起こり得なかったであ
ろう

さらに、彼は言う、「私たち
に与えられた聖霊によっ
て、神の愛が私たちの心に
注がれているからです」

このような愛なくしては、ど
れほどの信仰も、いかなる
知識も、どのような有徳も、
どれほどの熱意も、どれほ
どの労苦も、何の益もない

なぜなら、確かに人間には
多くの称賛すべき事柄が見
出されるが、それらの事柄
は愛の神髄もなしになるほ
ど敬虔に似たものをもって
はいても、それでも真なる
もの(veritas)をもっていな
いからである

一見、これまでの教説
と同じであるが、聖霊
が受洗により与えられ
るのではなく、別途、神
から神の意志で与えら
れるとする考え

第九章�したがって、誰もは
るかに偉大にして語るに語
りえぬ善きものに値する者
としては見出されない。反
対に、誰でも神によって選
ばれた者は、それに値する
者となる

神の恩恵が義とす
るところの人は誰で
も、神は善き人から
より善き人へとつく
りなすのではなく、
悪しき人から善き人
へとつくりなすので
あって、その後で前
進することによって
善き人からより善き
人へとつくりなすこ
とになるのである

ただし、その際自由意
志が奪われるのではな
く、かえってそれが自由
にされるのである

というのも、自由意志が
神なくして孤独にいる
かぎり、それは義に対し
て死に、罪に対して生
きているからである

しかし、キリストの憐れ
みが自由意志を照らし
たとき、自由意志は悪
魔の王国から掘り出さ
れ、神の王国となった

このような状態にと
どまるためには、も
しも自由意志が熱
意を受け取ったそ
の源から堅忍をも
受け取るのでなけ
れば、自由意志とい
うものはその能力に
おいてはそれ自身
十分ではないので
ある

自由意志が王国である
ならば、領土と住民、王

とは何か

神によって
選ばれる者
と選ばれな
い者がいる
ということ
で、キリスト
の救済に反
するのでは

自由意志は罪に対して
生きているだけであった
からという説明

第十章�聖ペトロ自身の
信仰でさえ、もし主が
彼のために祈ることが
なかったなら、誘惑にお
いてなくなっていただろ
う

その上、自由意志は恩恵なくしては何
もなしえないことがよりいっそう確証さ
れるために、ペトロに対して、まさに、鶏
が鳴くまでに彼が主を三度否認するだ
ろう、と預言されるのである

このことは、彼
が将来信仰に
おいて無となっ
ているであろう
こと以外のいっ
たい何を意味す
るのであろうか

しかし、自分でそのような
大きなことを約束した人が
自由意志によってしっかりと
立っていると思われないた
めに、彼は試されるに任さ
れたのである

自由意志からペ
トロは、「主よ、
ごいっしょにな
ら、牢に入って
も死んでもよい
と覚悟しており
ます」と応えた

この結果、主は、狼狽し
衰え果てた彼を再び顧
慮しつくり直したのであ
る

自由意志が恩
恵なくして何も
なし得ないので
はなく、人間の
本性の弱さを示
したのではな
かったか

第十一章�しかしながら、あ
る人は次のようなことを恐
れてこのような神の恩恵の
告白から退いてしまう

神の恩恵を将来告白した
場合、全世紀を通じて生ま
れた人間の全数のなかか
ら、永遠の生命に向かって
予定された人々の数が、神
の下で確定され限定され、
召し給う神の意図に従って
選ばれることをも必然的に
告白することができることと
になる、ということである

しかし、恩恵そのものに反
対するのと同様に、このこと
を否認するのは不義なるこ
とである

というのも、どれほど多くの
世紀にわたって、どれほど
数え切れぬ多くの、自らの
過ちと不敬虔に放任された
人々が神のいかなる真実を
も知ることなく尽き果てて
いったかということは、誰が
見ても明らかだからである

むき出しの
予定論であ
る

ちょうど「使徒言行録」において
リカオニアの人々に言うバルナ
バとパウロの言葉がそれを示す
ように

すなわち、「神は過ぎ去った時
代には、すべての国の人が思
い思いの道を行くままにしてお
かれました。しかし、神はご自
分のことを証ししないでおられ
たわけではありません。恵みを
下さり、天から雨を降らせて実
りの季節を与え、食物を施し
て、あなたがたの心を喜びで
満たして下さっているのです」

確かに、彼らにとって、ある
いは自然本性的な知性が、
あるいは神の賜物
(beneficia)の使用が永遠
の生命をしっかり掴むため
に十分でありえたならば、
われわれの時代において
も、理に適う観想や気候の
柔和さや果実と食物の豊か
さがわれわれを救っていた
ことになろう

なぜなら、われわれは明ら
かに自然をより善く使用し
つつ、主の日々の賜物
(dona)のためにわれわれ
の創造主を崇拝するからで
ある

尽き果てていっ
た人々はまだ復
活していないの
で、神により救
われない人々の
例とはなり得な

い

偶像崇拝者が神の賜物によっ
て生きているのは救われてい
ない状態であることを説明した

いのだろうか

第十二章�しかし、このよう
なきわめて愚かで有害な
見解は、敬虔なる者の魂や
キリストの血により救済され
る者らの魂から遠く離れ去
るがよい

人間の自然本性を自由に
するのは、神と人とのあい
だの仲介者、人であるイエ
ス・キリストただおひとり以
外にはないのである

「われわれを造られたのは
主であって、われわれでは
ない」ように、そのようにわ
れわれを造り直すのは主で
あって、われわれではない

生まれてすぐに再び生
を受け、この世から引き
離されて永遠の至福へ
と定められる幼児につ
いて

人間の能力が義の行い
によってかかる準備の
代償をー少なくとも自
分の回復の後でー神に
返すというように見える
ことのないように

神の善の豊穣が、ある幼児
の最初の時期そのものに溢
れ注ぎ込んだのである

これらの幼児において
は、神は（洗礼の前であ
れ後であれ）前もって、
将来の敬神を選択した
のではないし、また従
順も分別も意志も選択
したのではない

しかるに、その幼児と同じ
自然本性、同じ状態にある
数え切れぬほど多くの幼児
が、新生（regeneratio)も
なしに死んでゆく

この幼児たちについては、
神の国にいかなる関わりも
もたないことを誰も疑うこと
ができないのである

新生->再生：洗礼によって
キリスト者に与えられる神
の恩恵（新カ事典）

洗礼直後に亡くなった新生児
を選ばれた者、洗礼を受けずに
亡くなった幼児を選ばれなかっ
た者として、予定論の雛形を提

示しているのか

選択が代償なしに行わ
れることも述べている

第十三章�その意味を理解
しない者たちからいつもわ
れわれに対して反論のよう
なものを出して異議を唱え
る一節「神は、すべての
人々が救われて真理を知る
ようになることを望んでおら
れます」はどうであろうか

「すべての人々が救われて真理を知る
ようになることを望んでおられる」1テモ
2:4 ところのすべての人を主の最も全
能なる善性が救済し、またそのような
人々を真理の認識へと導くということで
ある

主が召し、教え、救
うのでなければ、誰
も到来しないし、誰
も教えられることな
く、誰も救われるこ
とがないからである

たとえ教師たちがすべての人々に差別なく
説教し、いたるところに言葉の種を蒔くよう
に命じられているとしても、「大切なのは、
植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長さ
せて下さる神である」1コリ3:7

限定的な
「すべて」と
は、強弁と
言わざるを
得ない

誰も功績に関わりなく
滅ぼされない、誰も功
績に応じて自由にされ
るのでない

すべての人はアダムが罪に陥るこ
とにおいて打ち倒されているから、
もしも、憐れみ深い恩恵がある人々
を引き上げなかったら、非難の余
地なき義がすべての人々の上にと
どまったことだろう

しかし、神の隠れた計画における、これ
らの区別や根拠がどのようなものであ
るかを探求することは、人間の認識の
能力を超えているし、またそれを知ら
ないままでいることは、信仰の衰弱を
招くものではない

あなたが功績のことを考察
するならば、一方の部類だ
けが救済に値するのではな
く、両者とも断罪されるに値
するのである

過去の世代から現在に至る
まで神を知ることなく滅び
た「すべての人々」について
のものではないのであろう
か

自由意志によって犯した悪しき行
いが（救済の）妨げになるのなら
ば、救われた幼児と救われなかっ
た幼児とのあいだには、いかなる功
績の区別があるというのであろうか

第十四章�したがって、使徒たちが
異邦人に福音を説教し始めるとき、
聖書は、説教を聞いた人々のなか
のある一部の人について言及し、
次のように言う。「異邦人たちはこ
れを聞いて喜び、主の言葉を賛美
した。そして、永遠の命を得るよう
に定められている人は皆、信仰に
入った」

さらに、福音の説教がすべての異
邦人に向けて説かれていたちょうど
そのとき、「すべての人々が救われ
て真理を知るようになることを望ん
でおられる」神にによって、ある場
所に行くことを妨げられた。もちろ
ん、多くの人が、この福音の遅れの
あいだに引き留められ遠ざかり、真
理を知ることなく新生の聖化もなく
死んでいったことだろう。

「さて、彼らはアジア州で御言葉を
語ることを聖霊から禁じられたの
で、フリギア・ガラテヤ地方を通っ
ていった。ミシア地方の近くまで行
き、ビティニア州に入ろうとしたが、
イエスの霊がそれを許さなかっ
た」。もしも、福音の説教のまさに
始まりのあいだで、神の霊が使徒
に行ってほしいと望んだ場所以外
の所に使徒たちは行くことができな
かったとしたら、なんと驚くべきこと
であろうか

なぜなら、われわれは、一方できわ
めて多くの異邦人がいまや初めて
キリストの恩恵に与り始めたのを見
るけれども、他方で別の異邦人は
依然としてこの善なるものの香りに
さえまったく触れることがないのを
見るからである

最後の審判の後の召しが
予め決定されていると述べ
ているのに、異邦人が福音
に触れることができるかどう
かも、神の予定であるとし

ている

神の予定に段階があることにな
る。
一段目：福音に触れるかどうか
二段目：信仰に入るかどうか
三段目：永遠の生命に向かって
召しがあるかどうか

第十五章�あるいは、人間の
意志というものは神の意志
に対抗し、そしてかかる人
間の性格は、その不敬虔な
心が説教に対して開かれ
ていないがゆえに福音を聞
かないほど野蛮で御しがた
いものであると言わなけれ
ばならないのであろうか

しかし、そのような心を、
「一つ一つ彼らの心を造る
方」でなければ誰が変える
のであろうか。そのような頑
迷な硬直さを、その方でな
ければ、誰が従順な心の状
態へと柔らかくするのであ
ろうか

そして、説教する者たちに
対して、恐れるな、とパウロ
に語るかの方でなければ、
誰が恐れなく傷つけられな
い不屈の心を与えることに
なるのであろうか

しかしながら、教会の幕屋
が広げられないような、世
界のある国、地方があると
あえて言う人は誰もいない
と私は思う。

なぜなら、神は御子に次の
ようなことを語るからであ
る。「私に求めよ、私はもろ
もろの国を嗣業としてお前
に与え、地の果てまでもお
前の所有として与える」詩
2:8

したがって、まだ福音を聞いて
いなかったいかなる国々も、福
音を聞くことになるであろう。
『永遠の命を得るように定めら
れている人は皆」信仰するであ
ろう

「永遠の命を得るよ
うに定められている
人は皆』信仰するで
あろう。

「御心のままにすべてのこと
を行われる方のご計画に
よって」世界の創造の前に
選ばれ、予め定められ、予
め知られている人々以外の
他の誰がキリストの嗣業を
共有するに至ることになる
であろうか

天地創造の前
に選ばれている 
-> 人間は最後
に造られたので
はないか

第十六章�選びの器(vasa 
ekectionis)がどのようなも
のであり、また、どのくらい
の数であるかをわれわれが
知らないことを、忍耐なくも
甘受することのないようにし
よう

なぜなら、前の時代でさえ
も、「神はユダに知られ、そ
の御名は、イスラエルにお
いて偉大である」と言われ
たときに、異邦人の未来の
選びは隠されていた

そして、後になってのみ、以
前に啓示されていなかった
ものを神は知らしめた

使徒が次のように言う通りであ
る「この計画は、以前の時代に
は人の子らに知らされていませ
んでしたが、いまや霊によっ
て、キリストの聖なる使徒たち
や預言者たちに啓示されまし
た。すなわち、異邦人がキリス
ト・イエスにおいて、約束された
ものを私たちといっしょに受け
継ぐ者、同じ体に属する者、同
じ約束に与るものとなるという
ことです」

実際、主が自らの召しの計画を
主の望む限り隠し、先に延ば
し、望んだときに啓示するなら
ば、そしてこれらを知らないこと
が聖徒たちに害をもたらさない
とするならば、

いかなる数のいかなる人々に憐
れみの器が栄光へと準備され
るのかということが隠されてい
る場合にわれわれの希望が妨
げられる、と、どうしてわれわれ
が考えることがあろうか

なぜならば、すべての善き人々
は、神の恩恵が彼らにその賜
物を授けることによって天の国
に入ることであろうことや、ま
た、いかなる悪しき人々も、彼ら
の邪な性質がそれに値しない
ことによって、天の国に入ること
はないであろうということは明ら
かだからである

善き人々に神の恩恵が
その賜物を授けるかど
うかは、確信できるので

あろうか

第十七章�われわれに反論
する人々によって言われて
いるのは、このような神の
恩恵によっては、自由意志
には何も残されていないと
いう主張である

実際、たとえ、洗礼を受
けた幼児において、意
志によるいかなる行い
も、いかなる欲求も存
在しないことが明らか
であるとしても

もしもわれわれが、
敬虔な行いをする
ためにいる、あの一
部の神の子らを敬
虔な眼差しで見る
ならば

自由意志を使用しながら、
しかし真なる神に背き、恥
辱の生を送る多くの人々
を、まさに最後の息のとき
に、自由をもたらす新生が
聖くするとしても

われわれは、彼らの内
に、壊されたのではな
く、再び生まれた自由
意志を見出さないであ
ろうか

確かに、この自由意
志がただそれだけ
で自らに任されてい
たとき、それはただ
破滅へと動かされ
ていただけであった

というのも、それは自ら
をまったく盲目にしてし
まい、自己自身を照ら
すこともなかったからで
ある

しかし、いまや、この同
じ自由意志は回心し、
転倒することがない

それに、この自由意志
には、さまざまに意志
し、さまざまに理解し、
さまざまに行為し、自分
の傷のない状態を自分
自身にではなくその癒
し手に帰する、というこ
とが、賜物として授けら
れた

なぜなら、今でも、自由意
志にかつて害を与えたもの
がもはやそれに害を与える
ことができないとか、自らの
有徳によって不健全名者か
ら、遠ざかるというほどまで
には、自由意志は完全な健
全性をいまだ所有していな
いからである

したがって、自由意志にお
いて悪であった人は同じ自
由意志そのものによって善
とされるのである

しかし、自分によって悪な
のであり、神によって善な
のである

この神は人を別の始ま
りによってあの最初の
誉れへと造り直すの
で、彼に対してはただ
単に悪しき意志の罪過
や悪しき行為の罪過を
赦免するのみならず、
善く意志すること、善く
行為すること、そして両
者の内にとどまることを
授けたのである

使徒ヤコブは言う。「良
い贈り物、完全な贈り物
は皆、上から、光の源
である御父から来るの
です．御父には、移り変
わりも、天体の動きにつ
れて生ずる陰もありま
せん」

人間の霊によって動く自由意
志はどのようなものか、また、
神によって治められる自由意志
とはどのようなものか、彼はこ
れを明らかに示して言う

「しかし、あなたがたは、内心
妬み深く利己的であるなら、自
慢したり、真理に逆らって嘘を
ついたりしてはなりません。そ
のような知恵は、上から出たも
のではなく、地上のもの、この
世のもの、悪魔から出たもので
す」

したがって、これらの諸徳を熱
心に求め、それに寄りすがる者
は皆、自分の知恵ではなく至
高の知恵によって照らされるの
である

というのも、「主が知
恵を与え、知識と悟
りとはその顔から出
るからである」

知恵と自由
意志は異な

る

第十八章�他方で、運命に
ついて、そして二つの土
塊、二つの本性について、
あのような人物を傷つけよ
うとして、最も愚かな虚偽
をもって繰り返し主張され
ているあの反論が、あの人
を苦しめることはないし、ま
た、それらの反論がわれわ
れを困惑させることもない

むしろ、彼らの主張によって
その耳を利用された人々
が、恩恵の最も際立った従
者である人の論じた事柄を
少しばかりの努力で理解せ
んと志すことになったときに
は、あのような不適切なこ
とを捏造しえた人々をして、
いかにしてかかる虚偽の恥
辱から自分達を取り出すの
か考えさせるとしよう

かかる反論を主張
する人々自身が、聖
なる人が公にした
本の内に、あのよう
な解釈に従う個所
を示すべきである。
ところが彼らは、何
も読まなかった。

それというのも、運命に
よっては何も生ずること
がなく、反対にすべて
のものは神の審判に
よって秩序づけられて
いることをわれわれは
知っているからである

また、すべての人間の自然
本性が創造されたこと、こ
れが二つの土塊や二つの
自然本性によるものではな
く、最初の人間の肉である
一つの土塊によるものであ
ること、この自然本性が最
初の人間自身の自由意志
によって「すべての人が罪
を犯したので」打ち倒され
た

さらにわれわれが知っているのは、もし
も、キリストの第二の創造の恩恵がこ
の自然本性を神の似像に従って造り直
し、その自由意志を動かし、吹き込み、
助け、週末に至るまで先導しながら保
つことになるのでなければ、永遠の死
の定めからどのようにしても自由では
ないということである

回心した自由意志には
結果が神に帰するとい
う理解の賜物が与えら
れたので完全性は持た

ない。

破滅へと向かう
自由意志はある
と言える

いまだ福音に触
れることのない
異邦人には自
由意志がある

終章�貴下は、神の憐れみ
の力に信頼を置くようにし
なさい。実際、この反論は、
ちょうど世界の他の場所に
おけるように、この地域にお
いても鎮まるであろう。その
結果、今日の教会において
最も偉大な人によるこの教
えは、現在それを排斥して
いる人々によってさえも将来
支持されることになろう。

アウグス
ティヌスが
存命中に聖
人視されて
いる


